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1. EV、p-HVでICTとの連携が深まる

 その必然性と副産物

 クルマとビッグデータの更なる可能性

2. ようやく連携が可能となったICT側の理由

3. EV、p-HVの今後の普及・その必然性

 ビッグデータ利用による新事業機会 (M2M)

 今後のEV、p-HVの普及 (想定案)

私のポイント
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• 必然的な理由

EV、p-HVでICTとの連携が深まる
Connected Car as Cloud Computing Client

エコルート提供

Data
Center

• 勾配情報
• 規制速度
• 渋滞情報
• 補機負荷
• 充電情報

• 充電情報
• 渋滞情報
• 規制速度
• 勾配情報
• 補機負荷
• 路面状況

 充電忘れ通知

 どこまで走れるのか
• 渋滞があれば避けたい
• 勾配、気温、路面状況
• バッテリ劣化状況把握

 どこで充電するべきか
• 最新充電スポット情報
• そこは空いているのか
• 充電時間はどのくらい？

乗車前

乗車中

充電前

需要
ピーク時供給

過剰時

Power
Plant

Global Data Center

• 充電スポット情報
• 電気需要逐電状況
• 太陽光発電状況
• 何時どこでどのくら
いの電力が必要か
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そして、その副産物

• Big Data: 地図は皆が作るコンテンツ (Crowd Sourced MAP)

ゲリラ豪雨やスリップ箇所の検
知・通知

ダイナミック・ルート・ガ
イダンス

地図の
アップデート

Server

ドライブデータを
アップロード

リアルタイム交通情報、ダイ
ナミック・ルート案内

×
○ Server

プッシュ情報

リアルタイム
気象情報

ABS、ワイパー、
気温、気圧情報
等アップロード

Server

A new Road

ドライブデータや
充電情報をアップ

ロード

地図情報の
適宜更新

新しい充電ス
ポットを登録

新しい充電ス
ポットを認識

他のクルマから
のプローブ情報

他のクルマからの
プローブ情報

コネクテッド・カー

プローブ
データ

サービス

例. 最新充電スポット情報

例. ゲリラ豪雨
スリップ情報

クラウド

Connected Car as Cloud Computing Client
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クルマとビッグデータの更なる可能性

出典： 日本科学未来館
企画展 『65億人のサバイバル－先端科学と、生きていく。』(＠2006年)に加筆

GPS

ワイパー

速度

ABS

ハンドル

ブレーキ

アクセル

エアバッグ

ECU

回転数

外気温

State of 
Charge

プローブカー

車載端末

クルマの状態データ

動作の有無

加減速情報

潜在的危険の発見

速度変化の取得

降雨情報の生成

位置・時刻情報

DB化･統計処理

地図情報に反映

気象データ

渋滞情報・予測

事故防止・危険予知

経路情報に反映

安全運転への情報

環境負荷の情報

事故等の早期検知

故障等の早期発見・予防
チャージング・スポットの検出

プローブ情報センター

各車両(カーナビ)への情報提供

ECO等
社会に還元

警察・消防への緊急連絡や周辺車両への注意

保守・警備会社や最寄の関連施設への連絡
EVチャージングスポットのロケーション計画

情報の有効活用
収集 配信

Connected Car as Cloud Computing Client
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• 97年頃から各社クルマの情報化を試みてき来たが、15年を経てICT
技術が揃い、漸くネットワーク社会の一員となる

ようやく今、可能となったICT側の理由

車載情報通信端末の廉価化

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝやPC技術の応用
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝによるｻｰﾋﾞｽ追

加

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの高度化と普及

情報の構造化
ｻｰﾋﾞｽのｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ化

ｿﾌﾄｳｴｱ開発技術の進化

新ｻｰﾋﾞｽもｸﾗｳﾄﾞ上のｺﾝﾎﾟｰ
ﾈﾝﾄを繋ぎ合せて構築可能

ﾜｲｱﾚｽ通信の高度化と普及

常時接続
低価格・定額

Connected Car

クラウド端末

Connected Car as Cloud Computing Client
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ビッグデータ利用による新事業機会 (M2M)

3rd Party Companiesドライバー

プローブデータ

<ユーザー承認後>
(位置、属性) プローブデータ

個人向けサービス
(DRG, etc.)

サービス (B2C)

快適なドライブ

安全安心

への貢献

潜在的

サービス事業機会

(新たなマーケティング・

コンタクト・ポイント)

プローブに基づく
個人向けサービス

の提供

新規ビジネス機会

Internet of Things

M2M

サービス提供
(B2B)

プローブは新規事業機会を提供する

通信と情報処理

プローブ
DB

• エネルギーリセラー

• EV Charging Co.

• スマートグリッド

• 保険会社(PAYD)

• コンビニ

• デジタル・シグニチャー

• ホテル/レストラン

• 各種交通機関(エアライン、
鉄道)

• フリート・マネジメント

• クーリエサービス

• etc...

Connected Car as Cloud Computing Client
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今後のEV、p-HVの普及 (想定案)
Connected Car as Cloud Computing Client

必然性: 外部要因
• 自然エネルギー枯渇・エネルギー価格の高騰
• 先進国市場の高齢化
• 新興国市場の人口増加と経済成長
• 地球環境問題

EV, pHV,
小型EV

自動運転

ADAS

Web API

クラウド
端末化

Big Data

バッテリ
出荷増

バッテリ
技術革新

クルマへの
ICT浸透

端末・通信
の廉価化


